
オーストラリア海外研修（7/19～7/31）報告 

 

 本校の第 2 学年の生徒がオーストラリアのジーロングにある Covenant College へ海外研修に出かけ

ました。この学校を訪問するのは今回が三度目です。参加した生徒は国際探究科と普通科の生徒合わせて

38 名です。 参加を希望する生徒の説明会や事前研修は 4 月から始まっていました。初回の説明会と直前

の説明会には保護者の方にも参加していただき、各ご家庭にも準備にご協力いただきましたことを感謝い

たします。 

  

7 月 19 日の暑い午後、全員元気に中部国際空港からを出発し、香港を経由して真冬のオーストラリアに

向かいました。Covenant College まではメルボルンの空港から更にバスで約 1 時間です。食堂でミート

パイとソーセージロール、パンプキンスープを用意していただき、温かい歓迎を受けました。基本的な事項を

確認した後、ホストファミリーが生徒たちを迎えに来てくれました。生徒たちは最初は緊張した面持ちでした

が、少しほっとした様子で各ファミリーに迎えられて帰宅しました。 

  

Covenant College は幼稚園から高校までが広大な敷地内に建てられている学校です。畑も敷地内に

あり、鶏も飼われています。育てた野菜や卵は食堂で使用されるということです。研修中は基本的には中学

校の授業に 5-6 人のグループで加えていただきました。授業の中には「園芸」もあり、本校の生徒たちは日

本の授業とは違った貴重な経験をさせていただきました。数学や生物の授業では、学習している内容は理解

できても授業の中で発言することは難しそうでした。また、社会の授業では学んでいる内容が異なったり、

前提となる文化背景が異なっていることもありました。言語以外にも様々な違いに気づくことができている

様子でした。 

  

学校での生活以外にも、遠足に出かける機会が 2 度ありました。オーストラリアの先住民について学んだ

り、現地に固有の動物を見たり触れたり、また、金の鉱山の開拓時代について学びました。1 週間が経過した

2 回目の遠足のころには、本校の生徒同士が英語で話したり、教員に対しても英語で話したりする姿がちら

ほら見られるようになりました。バスの中の会話で、日本の家族への連絡のメッセージを英語で送った生徒

もいた様子で、少したくましくなってきたことが感じられました。 

 

現地の生徒たちとのやり取りの中で、また、ホストファミリーとの生活の中で自分の言葉が通じたり通じな

かったり、または相手の言葉を理解できたりできなかったり・・・と様々な思いを毎日心の中に抱えて葛藤す

る様子が見られました。それでも日を追うごとにホストファミリーや現地の生徒たちとの関係を深め、最終日

には別れを惜しむ現地の生徒たちからサインを求められていました。 

  

 Farewell Party では感謝の気持ちを込めて、日本で用意してきた日本の文化に関わる催し物を披露し

ました。たくさんの現地の生徒と教職員の方々の参加があり、温かい雰囲気の中で盛況な会となりました。 

  

現地の学校の校長先生からは、「本校の生徒であれば是非受け入れたい」とホストファミリーを快諾してくだ

さる家族がたくさんいるということでした。この 3 年間で先輩たちと今回の参加生徒たちが作り上げた大



事な信頼関係があることを目の当たりにしました。 

  

学んだことを生かして、9 月には在校生に対してオーストラリアでの個人探究を発表します。是非楽しみに

していてください。 

 

       

        

      

         

引率者 ： 大谷 ・ 大河内 


